
尼崎市シティプロモーション
マスコットあまっこ

【資料】

この冊子は【資料】です。

内容をお読みいただき、記入方法などを確認したあと、

食品ロスダイアリー【提出用】にご家庭からでた食品ロスなどを

記入してください。

なお、ご提出は食品ロスダイアリー【提出用】のみで構いません。

この【資料】はご自宅に保管していただき、食品ロスダイアリーの

取組後も家庭での食品ロス削減に向けてご活用ください。
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≪参考資料≫

 尼崎市内各所に無料の給水スポットができました！

 尼崎市一般廃棄物処理基本計画(概要版)
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■食品ロスって？

食品ロスとは、食べ残しや期限切れ

などにより、本来食べられるのに捨て

られてしまう食品のことです。食べ物

を捨てることは非常にもったいないこ

とで、環境にも悪い影響を与えてしま

います。

尼崎市が行ったごみの分析調査では、

令和元年度の燃やすごみのうち、約17％が食品ロスでした。これは重さにすると約

13,000トンとなり、1年間に1世帯当たり約60キログラムの食品ロスが発生しているこ

ととなります。

「食品ロスダイアリー」とは、家庭で廃棄する手付かず食品や食べ残しを日記形式

で記録するもののことです。

普段の生活の中で、買いすぎや作りすぎ、期限切れなどにより食べものを処分して

いることはありませんか？おうちからでる食品ロスを「食品ロスダイアリー」に記録

すると、ご自宅での食品ロスの実情を「見える化」でき、買い物や調理、保存方法の

見直しにつながるなど、食べものの「もったいない」を減らせます。

■食品ロスダイアリーとは？

このたびは「食品ロスダイアリー」市民モニター調査にご応募いただき、誠にあり

がとうございます。

こちらの【資料】をお読みいただき、調査へのご協力をお願いいたします。
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 調査の趣旨

尼崎市内の家庭から出された生ごみには、本来は食べられるのに捨てられてしまっ

た「食品ロス」が約5割含まれています（令和元年度）。尼崎市一般廃棄物処理基本計画

では、市民・事業者の皆様と連携して、食べきりや必要な分だけ買うことなどにより、

食品ロス削減に取り組むこととしています。

そこで、食品ロスが発生してしまう理由を具体的に把握し、その解決に向けた方策

を検討することを目的として、この調査を実施します。

 調査にご協力いただく期間（食品ロスダイアリーに取り組む期間）

令和3年7月19日（月曜日）～令和3年8月15日（日曜日）

 調査の流れ

・記入者情報及び事前アンケート(【提出用】P.1～2）に

ご回答ください。

・食品ロスダイアリー(【提出用】 P.3～10）に記入して

ください。（1週間×4回の4週間）

・4週間の記入が終わったら、

事後アンケート(【提出用】 P.11）にご回答ください。

・以上の記入が終わったら、食品ロスダイアリー【提出用】を

資源循環課（尼崎市大高洲町8番地）に持参、または郵送にてご提出ください。

提出後、記念品の尼崎市オリジナルマイボトルを進呈します。

■この調査について

×４週間
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 注意点

・記入に用いる筆記用具は問いません。鉛筆・ボールペンなどでご記入ください。

・普段の暮らしの中で発生する食品ロスを調査することが目的ですので、調査期間中

はいつもどおりに暮らしながら、自然体で取り組んでください。

・家庭で捨てた食品ロスが記入の対象です。記入者ご本人が捨てたもののほか、家族

の方が捨てたものもできるだけ記入してください。

なお、外食時に食べ残したものや、職場や外出先で捨てたものは記入不要です。

 記念品の進呈について

・4週間分の記入が終わった食品ロスダイアリー【提出用】を資源循環課に提出してい

ただいた方へ、記念品の尼崎市オリジナルマイボトルを進呈します。

 ダイアリーを資源循環課に御持参いただける場合

ご提出時に、ダイアリーと引き換えに記念品をお渡しします。

※受付時間は土日祝日を除く午前８時３０分～午後５時１５分までです。

 郵送で御提出される場合

ダイアリーのご返送後、内容を確認させていただきました後に、ご自宅へ記念品

をお届けします。

※誠に恐れ入りますが、ダイアリーの送付に係る封筒及び切手はご負担ください。

※記念品の受取日時は指定できません。

 問い合わせ及びダイアリー提出先

尼崎市 資源循環課

住 所：〒660-0842 尼崎市大高洲町8番地

電 話：06-6409-1341

ファクス：06-6409-1277

メ ー ル ：ama-gomigen@city.amagasaki.hyogo.jp
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●買った・つくった・もらった食品・飲料（以下、「食品」と言います。）のうち、

自宅で「手つかず食品」と「食べ残し」として捨てた食品を「食品ロス」として記入

してください。

●家庭で捨てたものが記入の対象です。外食時や、職場・外出先で捨てたものは記入

不要です。

●調理したときに取り除いた食べられない部分は「調理くず」として「食品ロス」には

含めず記入しません。

■この調査での食品ロスの考え方

ダイアリーに記入するもの

 手つかず食品：未使用のまま捨てた食品・飲料

例えば… ・消費期限・賞味期限が切れてしまった加工食品・肉・調味料・飲料等

・傷んでしまった野菜や魚など

 食べ残し：自宅で食事に用意したが食べきれずに捨てた食品・飲料

例えば… ・調理した食事の食べ残し・飲み残し

・購入した総菜・弁当の食べ残し

ダイアリーに記入しないもの

 調理くず：調理時に取り除いた食べられない部分

例えば… ・野菜や果物などの皮、ヘタ、種

・白菜やキャベツなどの外葉

※調理くずはダイアリーへの記入は不要ですので、大根やにんじんなど皮ごと食べられる

野菜でも、調理して皮をむいた部分は記入しなくても結構ですが、皮ごと食べることで

「生ごみ」を減らすことができます。

 家庭以外で捨てた食品

例えば… ・外食時に食べ残したもの

・職場・外出先で捨てたもの
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2ページで1週間分です。

家庭で出た「手つかず食品」や「食べ残し」の量と理由などを記録します。

■食品ロスダイアリーの記入の仕方

日付 捨てたもの 種類 量（ｇ） 捨てた理由 感想

7/19
（月） なすび ①

購入したもの
①

未使用 1/3くらい 傷んでいた
冷蔵庫の奥に入って
しまい、存在を忘れ
ていた。

7/20
（火） チャーハン ②

調理したもの
②
食べ残し 100ｇ

作りすぎて
残していたが、
食べなかった

あとで食べようと
思っていたが、
結局食べなかった。

7/23
（金） ソーセージ ③

いただきもの
①

未使用
3本

（60ｇ）

賞味期限が切れ
て、変なにおい
がしたから

期限が近いものは冷
蔵庫の手前に
置くようにする！

捨てたもの：食品名、料理名などを具体的に記入してください。お菓子やジュースも捨ててし
まった場合は記録してください。

種 類：①購入したもの、②調理したもの、③いただきもの、④自家栽培、⑤その他
から1つ選んでください

量 ：重さを量れる場合は、量ってください。どうしても量れない場合は１/３、半分、
お茶碗1杯など見た目の量を記入してください。

捨てた理由：捨ててしまった理由を具体的に記入してください。

感 想：捨ててしまった理由の原因になったことや、感想、メモを記録してください。

1週間捨てることが
なかった場合は   □

1週間のうち、1度も食品を捨てることがなかった場合は、
表の上のチェックボックスに印をつけてください。

また、この場合も1週間の振り返りに感想や食品ロス削
減の工夫などを記入ください。

一週間の取組のなかで
気づいたことや思った
ことなどを自由に記入
してください

≪参考≫

重さの目安
お茶碗1杯分

１５０ｇ
豆腐1丁
３００ｇ

じゃがいも(中)１個
１００ｇ

豚汁1杯
１８０ｇ
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尼崎市では、プラスチックごみ削減の取組として給水機の

設置を促進し、誰でも自由にご利用いただける給水スポット

として整備しています。

給水スポットが増えてマイボトルを持参する人が増えることで、使い捨

てプラスチックの利用が減り、プラスチックごみの削減につながります。

給水スポットは、今後、順次拡大していく予定です。

容器がないと給水できませんので、マイボトルを持ち歩きましょう！

尼崎市内各所に無料の給水スポットができました！

また、食品ロスダイアリー

の取組後には、記念品として

尼崎市オリジナルマイボトル

を進呈します。

尼崎市オリジナルマイボト

ルを使って、市内各施設の給

水スポットをぜひご活用くだ

さい！
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